
 

 

 

 

  
3.10全国統一行動を展開！ 

東京・京王新労組スト、JRは東と西で集会 

3月 10日（木）は、全労連・国民春闘共

闘が呼びかける全国統一行動日でした。 

建交労では、東京・京王新労組（バス関

連支部）が午前中に京王電鉄本社前でのス

ト集会を開催しました。 

また、鉄道本部東日本は JR貨物本社前

で、同じく西日本では本社前での宣伝行動

を実施しました。各とりくみには、全労連

や県労連、支援共闘会議などの仲間たちが

激励に駆けつけてくれました。 

京王新労組の仲間たちは、22春闘で

は 37,500円の賃上げ要求を掲げ、長時

間勤務や残業競争に拍車をかける評価

制度の改善を求めています。しかし、

会社はコロナ禍での減収を理由に一時

金カットを強行しています。京王新労

組の仲間たちは、従前から続いている賃金

差別などの不当労働行為を一刻も早く解決

し、内部留保金を活用した賃上げの実施を

訴えました。 

JR各社においても、コロナでの収益悪化

を理由にした賃下げを許さない為にも「内

部留保金」を活用した賃上げや人員配置な

どを通行人にアピールしました。 

その他、各地で職場集会や職場決議を上げるなどのとりくみが展開されています。 

3.9―10全国統一行動の報告は月末迄 
集約した要求アンケートは早急に中央へ送付を 

 

     2022年 3月 11日   Ｎｏ.8 

全日本建設交運一般労働組合 中央本部 

2022年春闘・月間推進ニュース 

東京・京王電鉄本社前（3月 10日） 

東京・JR貨物本社前（3月 10日） 

大阪・JR西日本社前（3月 10日） 



 

 

 

 

3 月 16 日(水) 第 3 回集団交渉 

    (22 春闘 最終交渉日) 

4月 1日(木) 全国トラック部会 

    統一行動 

 

‹ 夏季一時金闘争予定›  

6月 1日(水) 第 1回一時金集交 

        (金額回答指定日) 

6月 15日(水) 第 2回一時金集交 

  (夏季一時金 最終交渉日) 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 22 年春闘第一回目各回答一覧 3 月 9 日（水）17 時現在 

支部・分会 １８歳最賃 
トラック

最賃 
昨年

実績 

1 回目 

賃金回答 
前進回答状況（2 回目までの回答） 

神田 〇 ○ 2,018 1,927 退職金勤続 30年～34年基礎額 500円上積み 

中央通運 確認中 ○ 1,778 1.035 
労働者安全優先行動「賛同」      
時間外労働 80時間以内「70時間」 

豊島運送 〇 ○ 1,536 1,517 
労働者安全優先行動「協議する」 

時間外労働 80時間以内「現行 36協定範囲」 

京橋運送 〇 ○ 1,400 1.000 
30 歳・45 歳・大型・普通最賃 1400 円上積み。1 週 35 時間制度 1 時間

短縮。月間時間外労働 80時間以内「〇」65歳定年検討中。 

ふ じ 177,000  適用外 2,000 2.000 労働者安全優先行動「〇」 

日生流通 〇 ○ 1,382 1,274 時間外労働 80時間以内「32時間」労働者安全優先行動「〇」 

浅 井 179.000 保留 1,300 1,200 労働者安全優先行動「努力する」 

教宣文化 ○ ○ 1,667 2,205 
十数年ぶり賃金ベア回答。育児休暇小学校 2年まで適用。           

労働者安全優先行動「〇」 

ワカバ運輸 〇 ○ 1,200 700 
45 歳最賃上積み検討中。 時間外労働 80 時間以内「努力する」65 歳

定年検討中。労働者安全優先行動「努力する」 

堀切運輸 〇 ○ 1,450 1,550 30 歳最賃 2000 円・45 歳最賃 4000 円上積み  

中央運輸 〇 ○ 1,702 1,190 
時間外労働時間 80時間以内「70時間」 
労働者安全優先行動「努力する」 

2022 年 3 月 9 日(水) 

 

 

第 ２ 回 集 団 交 渉 開 催!! 
全社から有額回答を引き出す!! 

         ・・・厳しい賃金回答が続出 

教宣・堀切が前年突破!! 中通・ふじが前年同率・同額！ 

神田・ワカバが 18歳最賃要求達成！神田が退職金勤続２５～２９年の基礎額上積み！ 

建交労 
首都圏運輸 

基本集団交渉団 
 

江東区門前仲町
1-20-3 東京建設自労

会館 7 階 
 

Tel  03-3820-8644 
Fax 03-3820-8646 

 

第 2回集団交渉を 3月 9日（水）、前回交渉に引き続きオンライン形式で行いました。 

組合側の打ち合わせでは、第 1 回交渉での回答状況と政治・春闘情勢等を確認しまし

た。また、本日の交渉では、賃金有額回答指定日であるため、全社の賃金有額回答の

引出し、制度要求全般の前進回答を求めることを意思統一しました。 

第１回全体交渉では全 11社から有額回答を引出し、教宣・堀切が前年突破、中通・

ふじが昨年同額・同率と回答。残念ながら 7社が前年比マイナス回答に留まりました。

制度要求では、神田・ワカバが 18歳最賃要求で修正回答があり達成。神田が退職金 30

～34 年基礎額 500 円上積み、ワカバが定年延長について令和 5 年 4 月実施を目途に協

議。その後、組合側打合せ会議をした結果、全社有額回答が示されたことを評価し、

明日の実力行使を 15時 55分に解除しました。各職場の交渉員より次回交渉に向け、「物

価高による生活の影響から更なる賃金上積み」「継続協議中の諸要求についての前進回

答」を求める発言が多く出されました。最後に次回大幅賃上げと制度要求全般への修

正回答を求め、24時間全面ストライキを通告し終了しました。 

争議通告について 

次回は、賃上げ最終交渉となります。

解決を目指し実力行使を配置します。 

 

＜日 時＞ 

2022年 3月 17日（木）0時より 

 

＜内 容＞ 

24時間 全面ストライキ 

 

＜規 模＞ 

全 組 合 員 

  

※額面上昨年以上、または以下でも率で前年同額  

 


